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囲碁にまつわる話 
                   碁楽連理事 磯部信広 

人には多かれ少なかれ癖のあるもので、それが勝負のときは特に際立つ。囲碁を打つときで

良く知られている人では、趙治勲 9 段であろう。この人の場合は、特に目立ち陽気なくせであ

る。ある年、ペア囲碁大会を観戦したときのこと、このペア碁は男女（男高段者、女低段者）

がペアを組み４人が交互に打っていくのだが（観戦は直ぐそばでできる）趙 9段は最初のうち、

余裕があるのか手のあいてるときに観戦者の方を見渡し、どんな人が来ているのかなといった

様子をしていたが、しばらくして難解な局面に達した時、顔をしかめ持っていたハンカチを口

にくわえたり、右手で頭を掻き阿修羅王の如き形相になり、相手を圧倒する。頭を掻くくせは、

彦坂直人 9 段にもある。また、ときどき爪をかむ人も目撃する。これに対し本田邦久 9 段や清

成哲也 9 段などは冷静そのもので内心をめったに表さない。前日のＮHK の昼の対戦で片岡聡

9 段が考えだすとチョビひげを何回もなでていたのが目に付いた。 
 囲碁の局面で特徴あるのは宇宙流の武宮正樹 9 段である。黒番になるといつの間にか中原に

広い領地をつくっている。打つ手つきで端正なのは故加藤正夫 9 段であり、小林光一 9 段も入

魂の一手いう感じがする。また、林海峯 9 段は力強い打ちかただ。ペア碁で思い出したが、数

年前のこと、ペア碁は年末、その年に活躍した男性棋士と可憐、優雅な女性棋士（16 組 32 人）

とがペアを組むのだが、一年に一度ということもあり男女とも着飾って参加するのでホテルの

会場は華やかである。そうした中でイベントとして男女のベストドレッサー賞を観戦者が投票

で決めるのである。その年は、小林覚 9 段と梅沢由香里 5 段のペアがその賞に輝いた。そのと

きの覚 9 段の恥ずかしげな人なつっこい笑み、由香里 5 段のモナリザ的な微笑が忘れがたい。 
 囲碁は打つ内容もさりながら、その場の雰囲気や人との交流を眺めているといろいろと面白

いことが発見できるものである。 
 

碁楽連だより 
碁楽連の目的 

碁楽連は、八王子市内に居住する高年者

が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、健康

を維持できるようにその機会を提供し、高

年者の福祉の増進に寄与することを目的と

する。 

 

７月号  第２２７号 
発行日 平成２２年７月 1 日（木）  
発行所 八王子の碁を楽しむ活きいき連合 
住 所 八王子市初沢町 1227－4－A－522 
ＴＥＬ （０４２）６６３－９７５８ 

発行人・望月 成一 
編集者・三浦 和夫  
 



 2 

 

   第２０回 活きいき石川囲碁大会のご案内 
日時   平成 22 年 7 月 25 日（日）受付 午前 9 時 00 分～9 時 30 分 
会場   石川市民センター（石川町 438 Tel 642-0220） 
主催    石川寿囲碁同好会（会長 大山 芳雄） 
後援   日本棋院 八王子市 八王子市教育委員会 
参加資格 市内に居住している 60 歳以上で 10 級以上の囲碁愛好者 
参加費  ７００円（弁当代を含む）非会員 ８００円 
競技方法 2 ないし 3 のクラス別に行い、入賞者には賞品を進呈します。 
申込先  会長・大山 芳雄 小宮町 918-3 Tel・Fax 644-1293 
申込期限 7 月 11 日 
申込方法 できるだけ同好会の会長を通して申し込んでください。 

 

第２０回活きいき囲碁の結果                 

元八王子大会 ( 6 月 6 日) 於元八王子市民センター 
参加者 

元八 浅川 恩方 中野 大和田 台町 由木 北野 長房 川口 非会員 合計 

２１ ４ ２０ １ ３ ３ １ ８ ４ ６ ３ ７４ 

Ａ組 ２６名  

優勝：入山慧三  元八/５段→６段、準優勝：笠原 正 元八/４段、３位：中村幸雄 元八/５段 

Ｂ組 ２４名 

 優勝：山本数英 川口/４段→５段、準優勝：田中正勝 恩方/２段、３位：大谷元二 恩方/２段 

Ｃ組 ２４名 

    優勝：森本通俊 元八/初段→２段、準優勝：佐藤正宏 元八/５級、３位：山田清志 元八/２級  

 

中野大会 ( 6 月２０日) 於中野市民センター 
参加者 

中野 浅川 恩方 元八 大和田 石川 台町 長房 川口 合計 

１４ ２ ６ ５ ２ ６ ３ ４ ５ ４７ 

Ａ組 １６名  

優勝：井上栄次郎  中野/７段、  準優勝：清水文彦 中野/６段、 ３位：竹内朝晴 恩方/４段 

Ｂ組 １６名 
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 優勝：辻日出男 川口/３段→４段、準優勝：苫米地憲昭 恩方/４段、３位：浜道 進 中野/２段 

Ｃ組 １５名 

    優勝：二宮 学 石川/初段→２段、準優勝：小俣准一 川口/初段、 ３位：佐久間新太郎 長房/３級  

 

北野大会 ( 6 月２０日) 於北野市民センター 
参加者 

北野 浅川 合計 

３８ ４ ４２ 

Ａ組 １３名  

優勝：河津征夫  北野/７段、   準優勝：山県文雄 北野/６段、３位：栗原莞次 淺川/６段 

Ｂ組 １７名 

 優勝：佐藤義廣 北野/４段→５段、準優勝：波多野博 北野/４段、３位：稲葉重雄 北野/４段 

Ｃ組 １２名 

    優勝：田中駒雄 北野/２段→３段、準優勝：鈴木賢一 北野/２段、３位：吹上吉輝 北野/２段  

 

第 2１回地区団体対抗囲碁会の結果  

平成２２年度第１回  ５月１３日開催 

石川    １５勝 

 

坂本勝雄７段   石川幌二４段   平松隆治３段 

田村 強３段   二宮 学初段   野嶋孝征２級 

大和田    ３勝 藤井忠明７段   秀島照次４段   鈴木浩治４段 

井出道明２段   中川寿夫初段   根岸重利３級 

 

平成２２年度第２回  ６月１３日開催 

中野     １３勝 井上栄次郎７段   清水文彦６段    宮崎誠一５段   

  松野 勲３段     浜中武夫２段    浜道 進２段 

大和田     ５勝 藤井忠明７段     鈴木浩治４段    橋本 誠３段 

  山崎 満２段     細田正光初段     植松森一１級 

坂本勝男７段   中村順二５段   平松隆治３段 石川     １３勝 

中川健治２段   本間邦夫初段   藤井定雄５級 

三上靖宏７段   吉田信夫６段   市川公雄４段 台町     ５勝 

山崎修司４段   雨宮三男３段   岡田禎治２級 

 



 4 

新保礼次６段   谷  透４段   山本金昭４段 北野     ７勝 

若林松吉３段   田中駒男２段   中岡 誠２段 

吉田征也７段   中村幸雄５段   三浦和夫５段 元八王子  １１勝 

山崎 臣３段   森本通俊２段   藤本淳雄１級 

中村幸男６段   小沢美智子４段  高橋俊之３段 長房     ５勝 

森久保啓二３段  斎藤吉明２段   内田正亮３級 

五十棲健一５段  斎藤 健４段   山崎 稔４段 恩方    １３勝 

荒井 正４段   竹内朝晴４段   田中正勝２段 

若穂田廣志７段  廣島松治５段   豊野 収３段 川口    １１勝 

田中秀司３段   東海林寛昭初段  渡辺恵介初段 

真田誠次７段   吉開孝之５段   望月成一４段 浅川     ７勝 

小池英一２段   正岡得達２段   中村益夫２段 

 
 

投 稿 
天橋立紀行 
       浅川寿囲碁同好会  吉開 孝之 

五月半ば、妻と二人で、天橋立に行き、松林と内海を隔てて相対した対岸の突堤にある宿に

泊まった。庭先からの眺めは富津湾を一望におさめてよかった。文殊山の山頂からの眺めは確

かに絵になった。しかしながら、私の故郷の西海公園、九十九島の景観には及ばないと思った。 
翌日、富津市字小川の見性寺に行った。生憎、住職は留守であったが坊守さんに来意を告げ

ると、直ぐに本堂に通してくれた。ここは、かつて、俳人蕪村が三十九の年から三年にわたっ

て滞在した寺である。蕪村はここで近くの寺の和尚達と交流し、また、丹後の俳人らと交わっ

て、俳諧の奥義を深めるかたわら画道にも精進し独自の画風をうち立て、多くの作品を残して

いる。現在、この寺に残る当時のものは山門のみで「短か夜や六里の松に更けたらず」という

蕪村の句碑が建っている。 
私は芭蕉は好きではないが、蕪村は大好きである。「月天心貧しき町を通りけり」蕪村という

と、この句がすぐに浮かぶ。この句は私の若き日の心象風景と重なってとくに親しく感じられ

る。この句について、詩人の安東次男は、「月天心」といえば暗い町裏の軒下をひたひたと歩い

ていく蕪村の足音と、月明の屋根の上を音もなく過ぎていくもう一人の蕪村の気配が同時に伝

わってくる」と書いているが、同感である。｢菜の花や月は東に日は西に｣この句もいい、暮れ

なんとして暮れなずむ遅日の夜景を見事に捉まえている。 
私は蕪村の絵も好きである。なかでも、「夜色楼台雪万家図」が大好きである。連山の上に垂
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れ込めた雪空の下で、雪に閉ざされた京洛の家々の屋根が並び、その中にいくつかの楼台が高

く聳えて、薄明かりが灯いている。ふと気が付くと蕪村の遺品を覗いていた妻の目は潤んでい

た。私たちは寺を辞したあと海沿いに半島を回って、夕刻、宿に戻った。 
妻はこの旅にすっかり満足していた。顧みると、私と妻はもう六十年以上の付き合いである。

敗戦の年、私は十五才だった。当時、父は全財産を消失したあげく失職していたので、私が学

校を卒業した頃は、進学どころではなかった。事情を知っていた担任の先生の配慮で私は化学

室の助手という名目で給与を貰いながら学校に残ることになった。「人生は長い、人より進学が

二、三年遅れたところでどうということはない。この機会に受験勉強をやめて、読みたい本を

うんと読んでおくことだ。」私は本当に良い師に恵まれていた。私は終日、学校の図書館で勝手

に本を読むほかには、なにもすることがなかった。私は専らフランスの文学作品を読みあさっ

た。ある日、司書係の少女が声をかけてきた。「貴方もジャン・クリストフが好きなんですね」

彼女は手に「地獄の季節」という詩集を持っていた。私はアルチュウル・ランボウという詩人

についてはまだ知らなかった。このときから二年後に、私は上京して、フランス語学校の学生

となった。それから十年後、少女は私の妻になった。この四十年余り、彼女は平家物語と奥の

細道の勉強のために、日本の各地を回っている。 
私は作家になるという若き日の野望をさらりと捨てて、技術文献の翻訳者として生きてきた。

いま、人生の暮れ方におよび、生きた証として私の“知られざる傑作”を書いてみたいと念じ

ている。私はいま、好きな書物に親しみ、好きなクラシック音楽を聴き、好きな棋譜を並べ、

小さな庭先の好きな花々を眺めながら暮らしている。妻との文学談議は今も続いている。漫画

の主人公バカボンパパのせりふではないが、“これでいいのだ”。 
 
 

山河、愛そして囲碁 
碁楽連理事  刀根 正樹 

 (一) 
「忍ぶれど 石に出にけり わが恋は 誰を思うと 人の問うまで」 
 アジサイの青さが目にしみる。梅雨の中、参議院選挙が近い。碁楽連の面々、駅前の養老の

滝で、天下国家を論じ、ビールの泡を口から吹いている。 
 「政界は、一寸先は闇だな。奇兵隊内閣が登場した」「女性閣僚が２人とは少ない。菅首相は

囲碁が趣味で、インターネット対局にこっているという。腕は５段」「ところで会長は、最近恋

をしているとか。ご相手は、女子プロゴルファーか、女流棋士か」「宮里美香は長嶋巨人監督に

とられた。梅沢由香里は謝にタイトルをとられた。今はクレオパトラに恋している。シェーク

スピアの戯曲に夢中だ」 
 「ところで会長は、先の碁楽連だよりに百名山を書いていた。今度はひとつ川について書い

てみないか。川は清らかで美しいが、時に増水すると大蛇のごとき凄味が出る。中国の詩にも
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川をうたった作品は多い」「われわれ碁楽連にふさわしい山河は、浅川と高尾山か。八王子市民

の生活や歴史に深くかかわる。各支部の町内を流れ、田畑や人々をうるおす。母のごとき川だ。」

「浅川の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。流れに浮かぶ碁楽連の棋譜は、かつ浮

かび、かつ沈みて、うたかたのごとし。朝に生き、夕べに死する石は、ただ水の泡にぞ似たり

ける」「方丈記の巻頭文の賛歌か。作者は、鴨長明ならぬ、鴨ネギの会長であるか。風はしょう

しょうとして、浅川寒し。愛人ひとたび去って、また帰らず」 
 「多摩川もいい。桜の名所が多く、水源の奥多摩湖は山紫水明。銘酒の沢の井はうまい。大

菩薩峠が水源だ」「剣豪小説の大菩薩峠。中里介山の大河小説だ。主人公の机竜之介は、ニヒル

な女たらし。秘剣音無しの構えで、幕末の時代に活躍する。新撰組も登場する。私は囲碁の中

に、音無しの剣を具現したい」「会長はむしろ大利根月夜の平手神酒がよく似合う。大酒呑みの

剣鬼、血に飢えた囲碁の殺し屋。やくざの竹槍で死ぬ断末魔。利根川の水源には魔の谷川岳が

あり、遭難者の墓標が林立する。亡霊の城だ」「そのような品格のない話ではなく、ここではひ

とつ、世界の大河と愛の物語を語ろうではないか」 
(二) 

 ナイル河。世界最長の大河で、全長６,６９０ｋｍ。広大な熱帯の砂漠を南北に縦断し、生命

を育て、人類最古の文明を築いた。「ナイルの水は、月の山から来る」という伝説が紀元前から

あった。時代は流れ、アメリカの探検家スタンレーは、アフリカの中央奥地に、頂に雪のある

巨大な高山を見た。それが月の山、ルベンゾリー５,１１９ｍで、アフリカ第３位の高山であっ

た。初登頂はイタリアの貴族アブルツツイ公爵である。２０座以上ある４,５００ｍの高さをこ

とごとく征服し、最高峰の頂に仁王立ちになり、「マルゲリーター」と恋人の名を絶叫した。そ

してそれが山の名になった。 
 ナイル河はルベンゾリーの氷河から生まれ、北へ旅する。途中サッドという大湿地帯を通過

するが、ここは黄熱病の巣で、野口英世の命を奪った。エチオピアから流れ下る青ナイルを合

流し、スーダンからエジプトへ、そしてアスワンハイダムを見る。 
 エジプトは、母なるナイルの贈り物といわれる。紀元前の王朝時代は、４,０００年にわたり、

世界の王者であった。アレキサンダー大王、ローマの侵略を受け、女王クレオパトラは、シー

ザーやアントニウスに愛を捧げた戦いも空しく、エジプトは征服された。クレオパトラはナイ

ルの河原の毒蛇に腕を噛ませ、死の世界に旅立った。映画「クレオパトラ」のエリザベス・テ

ーラーの美しくも悲しい生涯に私は泣いた。原作はシェークスピアの戯曲であった。 
 その後ナポレオンの遠征あり、トルコ、イギリス、フランスの植民地化があり、王朝も置か

れた。軍人ナセルが登場し、クーデターを行い、共和国が誕生した。さらにスエズ戦争を起こ

し、イギリスに勝ち、スエズ運河を国有化した。そしてアスワンハイダムを完成させたのであ

る。イスラエルから見れば、エジプトは天敵である。古代王朝時代に、エジプトの奴隷階級で

あったユダヤ民族を、聖人モーゼがひきつれて脱出した。聖書の出エジプト記によれば、海が

割れて脱出する道が出来たという。今やイスラエルは核兵器を有する中東最強国である。 
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 一方エジプトは、ナセルの後継者ムバラクが、エジプト、アラブ連合共和国を建国し、アラ

ブの盟主たらんとしている。聖書の黙示録に登場するサタンの赤き竜は、あるいはナイル河の

ことかもしれない。 
（三） 

 南米インカ帝国を征服したスペイン人ピサロは、黄金郷エルドラドを求めて、アンデス山脈

から東方に下った。そこは緑の魔境で、洋々たる大河が流れていた。旅の途上に婦女子ばかり

の原住民部落があった。隊員の娘暴行から、交戦となり、スペイン隊は大いなる被害を受けた。

女戦士は勇敢で、インカ国に来て以来これほどの戦いをしていなかった。ピサロは大河を下り

ながら、感動した口調で宣言した。「この河をアマゾン河と名付けよう。この地域をアマゾネス

と名付けよう。勇気ある女達をたたえるために」 
 アマゾンとは黒海沿岸にいた、伝説上の女人族である。アマゾン河は全長６,３００ｋｍ、世

界第二位の長さ。流域面積は７０５k ㎡、排水量は毎秒８万㎥で世界最大である。その大部分

は熱帯雨林地帯で、大蛇アナコンダや猛獣ジャガー、猛魚ピラニア等がひそむ。 
 インカ帝国は、日本と同系のモンゴロイド族が、ペルーのクスコ地方で興し、大帝国を形成

した。スペイン人ピサロは、インカ皇帝アタワルバと会見し、だまして捕虜とし、処刑した。

インカ帝国は崩壊し、たちまち滅亡した。少し以前に中米のマヤ、アステカ文明も同様な最後

をとげている。 
 アマゾン河の水源、マラニヨン川の奥地に、ペルーアンデスの最高峰ワスラカン６,７６８ｍ

がある。堂々として王者の風格をしてそびえている。初登頂はアメリカの女流大学教授で、名

をアニーペッグという。ペルーの大統領は国家の名誉である金メダルを彼女に与えた。インカ

の子孫達は、どのような気持、どのような目でそれを見ていたのであろうか。アマゾン河流域

に、日本人の移民が、コウマ（黄麻）の栽培をし、ブラジル経済に貢献している。 
（四） 

「国破れて山河あり。長崎に核の火きたりて、草木消ゆ。時に感じては、囲碁にも涙を流し、

ひめゆりの塔に心痛める」    
「杜甫の詩、春望の賛歌か。トホホの刀根作。会長が碁に流す涙は、勝負に負けたからか」 
「私の涙は、沖縄の人々の悲しみを共感して流れる。太平洋戦争で米軍が上陸し、多くの住民

が死んだ。わが青春の思い出の名画、ひめゆりの塔。主演の津島恵子、その悲痛な叫びがよみ

がえり、胸をゆさぶられる」 
「ところで杜甫の詩は、少し違う。国破れて山河あり。城春にして草木深し。時に感じては

花にも涙を注ぎ、別れを恨んでは、鳥にも心を驚かす、とある」「花とは海草の花、楊貴妃のこ

とであるな。彼女は杜甫を好まず、李白を愛したという。哀れなるかな、杜甫。楊貴妃が殺さ

れ、断腸の思いで、この詩を書いたか」「その後杜甫は、揚子江をさすらう舟上生活者になった。

川面に浮かぶ楊貴妃の面影を求めて」「気持はよくわかる。しかし浅川では、小舟も浮かばぬ。

酒をのみ、カラオケにでも行くか」 
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「美人の候補者に投票するのが、せめてもの夢だ。女性の方がよほど信頼できる。ドイツの

メルケル首相やアメリカのヒラリー・クリントンはいいね。日本でもアマゾン河の洋々たる流

れに期待し、老いらくの恋に乾杯といくか」 
『梅雨の中 美人候補の頬ぬれて 行方もしれぬ 恋の道かな」 

 

◎ 第３回 碁楽連理事会 
日時  平成２２年５月２２日（土）９：００～１２：００  

 出席者 理事６名、三上（こども囲碁教室担当）、端山（初心者教室担当）   
１）報告：  八王子新旧市民会館さよなら、こけら落とし公演の案内あり 
      タイトル戦の地区同好会の選抜方法の現況について 
      他１件 

２）議案：  碁楽連の発展・向上策について 
       他１件 
３）情報交換：こども囲碁教室、初心者教室について 

 

 

 
    

 

編集後記 紫陽花が綺麗な季節になりました。毎日蒸し暑い日が続いていますが、紫陽

花の清涼さに救われています。 
毎号、表紙の写真を何にするか悩んでいます。毎月初にふさわしい写真がありましたら 
ご提供ください。 

       囲碁に偏らず、日常の出来事、ハイキング、旅行、ドライブ、読書、音楽、短歌、

俳句など・・・政治、宗教以外のことならなんでも OK です。写真も大歓迎です。ま

た、同好会員のご家族からでも結構ですのでお待ちしております。匿名での掲載希望

は、その旨お書きください。掲載させていただいた原稿については、薄謝を進呈しま

す。 
 原稿送付先 広報担当：三浦和夫 住所 193-0813 四谷町７３１－６   

電話・fax 624-5429 メールアドレスkz513miura@ybb.ne.jp 


